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指標の状況

牛窓団地

鹿田団地

●車両台数（②該当の場合）12

年度）年度）

27工場等の名称

別紙

温室効果ガス排出削減計画

県内の
主　な
工場等

所　　在　　地工場等の名称

業種名：

倉敷団地

東山団地

81

岡山市北区津島中一丁目１番１号

削減目標

年度

いずれか
を選択

計画期間

総排出量基準

平成

原単位基準 5.0

28平成

倉敷市中央町二丁目２０番１号

①

②

台）

岡山市中区東山二丁目１３－８０

⑤

③CO2換算3,000t以上①燃料等原油換算1,500kℓ以上

（●工場等の数

鹿田団地

主たる業種

津島団地

事業の
概　要

牛窓団地

番号

　国立大学法人として，学部，大学院，附属病院，附属学校園及び研究所等を設置し，従業
員数約5,300名，学生，生徒及び児童合わせて約15,000名が所属している。

学校教育

岡山市北区鹿田町二丁目５番１号

③

分類
コード

特定事業者
の該当要件

④

5%未満20～15% 15～10%

目標年度（平成

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

瀬戸内市牛窓町鹿忍１３０－１７

岡山市中区平井三丁目９１４⑥

10～5%

32

％

目標
区分

CO2 / CO2 /

基準年度

ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

　岡山大学では，平成28年3月に国立大学法人岡山大学における地球温暖化対策に関する実施基本計
画を策定した。本学が排出する温室効果ガスの内，エネルギー起源の二酸化炭素について，平成28年
度から平成32年度までに基準年度（平成27年度）から5％削減することを目標としている。

ベンチマーク

【目標削減率設定の基本的な考え方】

対象事業の名称 関連数値（平成 達成率(%)年度）

原単位当たり排出量

⑥

目標削減率

（原単位基準
の削減目標を
選択した場合
に記入）

372

目標年度

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク指標 27

④

⑤

87平井団地

ｔCO2

基準年度の
主な工場等
の排出量

③

700-8530

本票作成

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

岡山市北区津島中一丁目１番１号

部署名：

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2111

氏
　
名

住
　
所

国立大学法人岡山大学　安全衛生部安全管理課

国立大学法人岡山大学

（法人にあっては名称）

基準年度（平成

排出量

基準年度（平成温室効果ガス 27

5

年度）の排出量

32

ｔCO2

○

16,202

51,239

(

平井団地

1,338

津島団地

20%以上

所

48,677

33,025

ｔCO2

※　「計画期間」欄には，５箇年度以内で特定事業者が定める期間を記入する。　

②

年度

番号

①

東山団地

倉敷団地



　事業主である学長は，本学が掲げる岡山大学環境方針，地球温暖化対策に関する実施基本計画，学内環境管理規則及び
関連規定に基づく施策を推進する。また，事業場内を部局（学部，大学院等）という単位に分割し，各部局単位で温室効
果ガス削減のための管理体制を構築及び運用し，責任を持って計画を推進する。目標達成の計画の策定及び実施状況につ
いては，本学環境マネジメント委員会及び各部局において検証を行い，必要に応じて施策を見直し，目標達成に努めてい
る。

全事業場

鹿田団地

津島団地

倉敷団地

【目標削減率達成のための推進体制】

　 無

　 無

　 無

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

その他

その他

県内で
の取組

県内で
の取組

【再生可能エネルギーの導入計画】

【森林保全等吸収源対策への取組計画】

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容
　①地球温暖化対策啓発のためのポスター，②ステッカーの作成及び配布，③空調設定温度目安設定，④クールビズ・
ウォームビズ励行，⑤Hf型照明器具に変更，⑥チラシの作成及びメール配信

　建物改修時において，①統合による変圧器の廃止，②Hf型照明器具に更新，③ボイラーの更新（燃料種の変更：A重油
→都市ガス），④スクリュー冷凍機の更新，⑤BEMS導入，⑥空調の更新，⑦蒸気バルブ類の保温，⑧外来用ターボ冷凍
機の更新，⑨冷温水発生機用冷却水ポンプ及び冷温水一次ポンプの制御をインバーター方式に変更，⑩モジュールチ
ラー台数制御方式の変更

　建物改修時において，①Hf型照明器具に更新，②変圧器の更新，③ビル用マルチエアコンの更新，④太陽光発電の導
入（本部棟，国際交流会館），⑤学部における太陽光照明導入，⑥緑のカーテン活用，⑦吸収式冷温水発生機の更新，
⑧給排気ファンベルトを省エネタイプに変更，⑨給排気ファンモータを高効率タイプに変更

　①照明器具の更新，②空調機器の更新，③節電，④人感センサー導入，⑤屋上緑化，⑥サーキュレータの設置，⑦ペ
アガラスの導入，⑧太陽光発電の導入，⑨LED照明器具に変更

工場等の名称 措置内容

全事業場

鹿田団地

津島団地

倉敷団地

　本部及び部局による検証（継続），目標の周知（継続），地球温暖
化対策啓発（継続）

　冷温水発生機用冷却水ポンプ及び冷温水一次ポンプの制御をイン
バーター方式に変更（継続），冷却塔ファン発停制御変更，空調機
CO2制御による排気ファンインバーター制御に変更，蒸気配管ジャ
ケット取付

ビル用マルチエアコンの更新（継続），吸収式冷温水発生機の更新
（継続），給排気ファンベルトを省エネタイプに変更（継続），給排
気ファンモータを高効率タイプに変更（継続）

　節電（継続），屋上緑化（継続），壁面緑化（継続）

　大学における事業活動の一環として，地球温暖化対策に係わる環境分野において，高い能力と人格
を備えた人材を育成するための教育及び研究活動を推進している。
　また，毎年度「環境報告書」を作成し，公開しているほか，手引き等を作成し，構成員に対して，
地球温暖化対策の重要性及び事業活動に伴う環境負荷の状況と対策等について教育を行う共に，事業
活動に支障がない範囲で無駄なエネルギーの使用を無くすよう，エネルギーの有効利用について，指
導を進めている。
　なお，｢国立大学法人岡山大学における地球温暖化対策に関する実施基本計画」を以下のURLで公開
している。
URL：http://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/consid-er.html

【その他特記事項】

　 無


